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中
央
小
学
校
の
児
童
数
は
増
加
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
町
内
全
体
の
児
童
生

徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
減

少
が
見
込
ま
れ
る
。

　
一
方
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児

童
生
徒
数
は
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
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国
が
示
す
1
学
級
の
児
童
生
徒
数

は
、
小
学
校
で
35
人
、
中
学
校
で
は
40

人
と
い
う
形
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

群
馬
県
独
自
の
学
級
編
制
基
準
に
よ

り
、
小
学
1
・
2
年
生
は
30
人
、
中
学

校
は
35
人
を
上
限
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
令
和
7
年
度
は
小
学
１
・
2

年
生
及
び
中
学
校
で
、
群
馬
県
の
編
制

基
準
に
よ
り
増
員
さ
れ
た
教
員
を
よ
り

柔
軟
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
、
小
学
1
年
生
の
児
童
数
が
31

人
か
ら
35
人
の
と
き
、
国
の
基
準
で
は
1
学

級
編
制
と
な
る
と
こ
ろ
、
群
馬
県
基
準
で
は

２
学
級
編
制
と
な
り
、
教
員
が
1
人
増
員

さ
れ
る
が
、
あ
え
て
1
学
級
と
し
、
2
人
で

担
当
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
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転
居
し
た
際
、
引
き
続
き
従
前
の
学

校
へ
の
通
学
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

兄
姉
が
就
学
し
て
い
る
学
校
へ
の
就
学
、

希
望
す
る
部
活
動
が
な
い
場
合
の
就
学

等
、
近
年
進
む
家
庭
環
境
の
複
雑
化
な

ど
に
配
慮
し
、
現
在
の
通
学
区
域
制
度

を
維
持
し
つ
つ
、
指
定
校
変
更
・
区
域

外
就
学
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
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設
等
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在
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方
の
検
討
を

玉
村
町
に
お
い
て
小
学
1
年
生

の
学
級
数
が
1
学
級
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
令
和
6
年
度
現
在
、
芝
根
小

学
校
及
び
上
陽
小
学
校
で
あ
る
。
令
和
9

年
度
に
は
南
小
学
校
で
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
教
育
の
質
を
落
と
さ

な
い
ク
ラ
ス
編
制
や
教
員
配
置
の
弾
力

的
な
対
応
が
可
能
と
な
る
制
度
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
な
お
、
両
中
学

校
で
連
携
し
た
部
活
動
が
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
転
居
後
も
引
き
続
き
従

前
の
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
な
ど
が
認

め
ら
れ
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
。
将

来
は
、
玉
村
町
も
県
内
山
間
部
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
学
校
統
廃
合
も
視
野
に
入

れ
た
教
育
施
設
等
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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２
０
１
１
年
に
策
定
さ
れ
た
第
１
期

か
ぬ
ま
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
で
は
、
外

国
人
住
民
が
市
民
と
し
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
彼
ら

が
地
域
の
担
い
手
と
な
る
重
要
性
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
に
策
定

さ
れ
た
第
3
期
か
ぬ
ま
多
文
化
共
生
プ

ラ
ン
は
「
よ
り
そ
う
心　
つ
な
が
る
共

生
・
協
働
の
ま
ち　
か
ぬ
ま
」
を
基
本

理
念
に
、
全
52
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
市
役
所
だ
け
で
な

く
、
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
を
重

視
し
、毎
年
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
外
国
人
住
民
の
ニ
ー
ズ
把
握

や
庁
内
体
制
の
整
備
、
定
住
化
や
高
齢

化
へ
の
施
策
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て

の
活
躍
を
促
す
ま
ち
づ
く
り
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

●
鹿
沼
市
国
際
交
流
協
会
の
取
組

　
広
報
か
ぬ
ま
や
ご
み
の
分
別
表
を
多

言
語
で
作
成
す
る
情
報
提
供
事
業
や
外

国
人
相
談
、
日
本
語
教
室
、
日
本
語
支

援
、
外
国
語
教
室
、
世
界
の
料
理
教
室

な
ど
の
学
び
の
場
の
提
供
、
ワ
ー
ル
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
交
流
の
場
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
実
際
に
国
際
交
流
協
会
が
あ
る
多
文

化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
『
コ
ミ

ニ
ー
テ
』
へ
現
地
視
察
し
た
。
誰
も
が

立
ち
寄
り
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
る

多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
の　
　
　

多
文
化
共
生
プ
ラ
ン
の　
　
　

早
期
作
成
を

早
期
作
成
を

視視点点
議会の議会の

栃
木
県
鹿
沼
市
の
多
文
化
共

生
社
会
に
向
け
た
取
組
は
、

外
国
人
人
口
が
全
人
口
の
１
％
を
超
え

た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
早
い
段
階
で

の
多
文
化
共
生
へ
の
取
組
（
プ
ラ
ン
策

定
）、
国
際
交
流
協
会
に
対
し
て
の
行

政
と
し
て
の
支
援
、
多
文
化
共
生
の
取

組
で
日
常
生
活
が
変
化
な
ど
多
く
の

「
ち
が
い
」
を
受
け
止
め
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と

を
、
仲
間
を
増
や
し
て
、
一
人
で
は
な

く
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、
地

域
の
多
文
化
共
生
推
進
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
多
文
化
共
生
に
つ
い
て
、
当
町
と
し

て
も
外
国
人
人
口
が
約
４・
４
％
と
増

加
し
て
お
り
、
関
係
機
関
や
企
業
、
団

体
を
含
め
、
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い
て
早

期
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
協
働
で
生

活
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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共
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手
育
成
を
地
域
で
～
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中学校児童数の推移

令和元年度
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小学校児童数の推移
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南小学校　通常学級数の予測の一例
年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
Ｒ ７ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ｒ ８ ２ ２ ２ ２ ２ ２
Ｒ ９ １ ２ ２ ２ ２ ２
Ｒ１０ ２ １ ２ ２ ２ ２
Ｒ１１ １ ２ １ ２ ２ ２
Ｒ１２ １ １ ２ １ ２ ２




